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明らかにした。線虫において、NAP-1 (nucleosome assembly protein-1) がコレステロ
ールと結合し、コレステロール依存的に DAF-16 の転写活性を上昇させることが報告さ
れていた。そこで、NAP-1 が DAF-16 の細胞内局在制御と IF による寿命延長に関与す
るかどうかを調べた。その結果、nap-1 をノックダウンすることで、コレステロールの
欠乏と同様に、飢餓による DAF-16 の核内移行と IF による寿命延長が抑制された。さら
に、コレステロール欠乏下において nap-1 ノックダウンを行っても、DAF-16 の核内移
行と IF による寿命延長に対する更なる抑制効果は見られなかった。これらの結果から、
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